
 

－74－ 

平成 20 年度学生支援プロジェクト事業成果報告書 

 

第 29 回香川大学医学部祭 
          

代表者  宮藤 智史 （医学部医学科４年） 

 

 

 

１．目的と概要 

第29回香川大学医学部祭は、香川大学医学部の学生の日頃の学習や研究の成果を発表し、

地域の方々に知っていただくと同時に、様々な模擬店の準備や企画を通じて学生間の交流を

図り、よりよい人間関係を築くことを目的としています。 

医学部祭実行委員が中心となって行う企画や、音楽系サークルとダンス部によるライブ、普

段の研究学習成果を発表する医学展などを二日間にわたり行いました。 

 

２．実施期間（実施日） 

平成 20 年 10 月 11 日 ～ 12 日 

 

３．成果の内容及びその分析・評価等 

本年度の医学部祭ではステージ企画に新たなものを多く加え、例年より多くの場所にポスタ

ーを貼り、雑誌や新聞社のＨＰ上などで十分な周知を行ったため、昨年以上に多くの方々にご

来場いただくことができました。 

医学部祭で毎年行っており、我々学生の学習・研究成果を見ていただく場である医学展・看

護展では、多くの学生の有志の協力によって昨年度の倍以上の内容の発表物を作成することが

できました。また、例年医学展の目玉として、ご来場者の健康チェックの一助になることを願

い、簡単な身体検査、具体的には血糖値検査や視力検査、アルコールパッチテスト等を行って

いましたが、多くの来場者があるにもかかわらず担当学生の数が足りていないという問題が毎

年指摘されていました。本年は当番制度の改善を図り、学生の自主的な協力もあり例年以上の

数の来場者にも十分に対応することができました。 

各サークルの出し物も、事前の入念な打ち合わせの甲斐あって大きな問題もなく充実した内容

となり、異なるサークル間で交流をしている姿も多く見られたため、学生間の交流を促進し人間

関係の輪を広げることができたと思います。国際医療の問題について考えているサークルによる

発表・展示もあり、医学部のサークルの活動について知っていただくよい機会となりました。 

ステージ等で行った様々な企画も、新企画も含めて大いに盛り上がり、医学部祭に例年受け

継がれている、会場の学生・先生方・ご来場者の一体感や暖かな雰囲気を受け継いだ素晴らし
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いものとなりました。 

本年度は特に力を入れた医学展に昨年を100人以上上回る、600人を超える来場者があり、10

月12日に吉本興業から4組の芸人を誘致して行ったお笑いライブにも600人を超える人にご来場

いただきました。多くの地域の方々との交流、学生間の交流ともに大いに促進される素晴らし

い結果になったと思います。 

 

軽音楽部ライブ 

 

当日の会場 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

今年は例年以上の宣伝の甲斐あって多くの方にご

来場いただくことができました。地域のご老人や子供

と学生が談笑している姿もよく見られ、医学展や文科

系・ボランティア系サークルの展示を通じて医学部学

生の活動を知っていただくこともでき、本学をより身

近に感じていただくよい機会となりました。本学の受

験に興味のある高校生等を対象に行った「入試相談

室」も、次世代を担う若者の進路選択の一助となった

のではないかと思います。 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 

まず医学部祭の実行委員会や各サークルに加入している学生で当日の企画や運営について真

剣に考え、話し合い、協力して「医学部祭」という大きな行事を成し遂げたことは、今後社会

に出て自ら考え自主的に動くことが必要になる私達学生にとって、それ自体非常に良い経験と

なりました。企画の準備等で学年・サークルの壁を越えて新たなつながりも生まれました。 

また、医学部祭の実現には学生以外の本当に多くの方々にご協力をいただきました。私達学

生だけでは医学部祭の実現は不可能であり、多くの方の善意と協力に支えられて医学部祭を実

施できたことは、私達が日ごろいかに多くの人に支えられているかということに気づくきっか

けとなり、普段の学生生活では得難い貴重な契機となりました。 

医学展での交流 
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６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等 

全体としては、昨年度までの細かな反省点を生かしてよりよい医学部祭を作り上げることがで

きたといえます。しかし学祭実行委員が企画の計画をする際、仕事の似通った局員で固まってし

まい、メンバー間のコミュニケーションが不十分になってしまったという問題がありました。そ

の他運営上の細かい問題が幾点かあったので、来年度の実行委員にしっかりと伝え、さらなる改

善を図り今年の反省を生かしてよりよい医学部祭を作り上げていきます。 

 

実行委員集合写真 

 

７．実施メンバー 

  代表者 宮藤 智史 （医学部４年） 

  構成員 原 鐵洋  （医学部３年）   森下 美希 （医学部３年） 

      千田 鉄平 （医学部４年）   秋泉 春樹 （医学部４年） 

金沢 知春 （医学部４年）   重松 達哉 （医学部４年） 

周戸 優作 （医学部４年）   原田 彰雄 （医学部４年） 

森川 喬生 （医学部４年）   横山 聖太 （医学部４年） 

後藤 沙恵 （医学部３年）   前原 佳奈 （医学部４年） 

大西 紗映子（医学部４年）   高妻 岳広 （医学部４年） 

大徳 芳江 （医学部４年）   津田 健希 （医学部４年） 

冨田 理絵 （医学部４年）   橋本 絢  （医学部４年） 

本城 晴紀 （医学部４年）   三田村 克哉（医学部４年） 

阪口 正洋 （医学部４年）   鏑木 直人 （医学部４年） 

原 彩子  （医学部４年）   三竿 あゆみ（医学部４年） 

安藤 未直 （医学部３年）   古谷 友梨佳（医学部３年） 

滋岡 真紀 （医学部３年）   野田 茉里奈（医学部３年） 

木谷 嘉孝 （医学部４年）   嶋谷 公宏 （医学部４年） 

藤岡 啓介 （医学部４年）   岡 明宏  （医学部４年） 
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山本 祐太郎（医学部４年）   加藤 幸範 （医学部４年） 

土屋 佳子 （医学部４年）   高田 佐代子（医学部３年） 

樫野 千明 （医学部４年）   大谷 紗代 （医学部４年） 

山下 萌  （医学部４年）   田中 悠  （医学部４年） 

松浦 宏貴 （医学部４年）   横濱 ふみ （医学部４年） 

高田 忠幸 （医学部４年）   奥村 勇太 （医学部４年） 

水谷 吉宏 （医学部４年）   井場 大樹 （医学部４年） 

 




